
5年後頃のサービス調達までの道筋
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2023年度：2040年頃までの政府によるサービス調達計画（適宜見直し）を提示することに
より、民間事業者における戦略検討の材料を提供。

2024年度：サービス調達に手を挙げる民間事業者から事業計画を提案することにより、国・
JAXAにおいて、飛行形態や必要な要素技術を絞り込み。

2024年度：2027年度から始まるサービス調達を公告

2025年度：オープンイノベーション共創体制やCALLISTOの成果等、民間事業者に必要な
要素技術を提供。

2026年度：実験機を飛行実証することにより、サービス調達に必要な技術力を有していること
を証明。

2026年度：飛行実証に成功した民間事業者に対しては、重要なマイルストンをクリアしたという
ことで、あらかじめ定められた金額を支払う。

2022年度：関心のある民間事業者等はJAXAと意見交換を行い、必要な要素技術について
情報提供。

2022年度：民間事業者等を対象にJAXAがフォーラムを開催し、要素技術開発の進捗状況
や技術ロードマップについて情報発信。
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